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40回を迎える「観察会」
京大植物園7日、苔テーマに

京
都
大
理
学
研
究
科
付
属

植
物
園

全
思
都
市
左
京
区
北

自
川
追
分
町
）
で
研
究
者
や

学
生
が
開
い
て
い
る
月
例
の

観
察
会
が
、
七
日
で
四
十
回

目
を
迎
え
る
。
毎
回
、
三
十

人
か
ら
五
十
人
の
教
職
員
や

市
民
が
参
加
す
る
な
ど
関
心

は
高
く
、
主
催
す
る

「京
大

植
物
園
を
考
え
る
会
」は
「教

育
研
究
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ

植
物
園
の
さ
ら
な
る
有
効
利

用
を
」
と
訴
え
る
。

植
物
園
は

一
九
二
三
年
に

設
立
。
た
だ
珍
し
い
植
物
を

集
め
る
栽
培
園
で
は
な
く
、

疏
水
を
引
き
込
む
な
ど
の
工

夫
で
、
さ
ま
ざ
ま
生
き
物
が

生
息
す
る
生
態
植
物
園
と
し

て
教
育
研
究
に
貢
献
し
て
き

た
。一

部
の
樹
木
が
伐
採
さ
れ

た
こ
と
を
契
機
に
、
二
〇
〇

三
年
、学
内
外
の
有
志
が
「考

え
る
会
」
を
結
成
。
植
物
園

の
生
き
物
た
ち
を
知

っ
て
も

ら
お
う
と
、
植
物
や
鳥
、
昆

虫
な
ど
毎
月
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
観
察
会
を
続
け

て
い

る
。六

月
十
五
日
は
、
関
西
菌

類
談
話
会
会
員
の
小
寺
祐
三

さ
ん
の
案
内
で
園

内

の
キ

ノ
コ
を
探
索
。　
一
晩
で
液
体

・  ・                                   で1■ |´ヽ
京大植物園の魅力を学内外に伝えてきた
観察会。 6月はキノコを探 した (京都市
左京区・京者「大北音6構内 )

に
変
わ
る
ヒ
ト

ヨ
ダ
ケ
科
の

ュ
キ
ヒ
ラ
ダ
ケ
や
、
フ
ウ
の

実
か
ら
生
え
る
ク

ロ
サ
イ
ワ

イ
ダ
ケ
科
の
キ
ノ
コ
な
ど
、

生
態
系

に
欠

か

せ
な

い
存

在
の
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
学
ん

だ
。考

え
る
〈
ム
は
五
月
に
は
、

植
物
園
の
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
尾
池
和
夫
京
大
総
長

と
面
会
し
て
、
世
界
遺
産
の

上
賀
茂
神
社
や
下
鴨
神
社
と

結
ぶ

「グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」

構
想
な
ど
で
意
見
交
換
し

た
。
尾
池
総
長
は
六
月
の
観

察
会
に
も
参
加
し
た
。
会
で

は
今
後
、
研
究
者
と
学
生
、

市
民
に
開
か
れ
た
植
物
園
と

し
て
の
活
用
と
運
営
を
、
大

学
関
係
者
に
求
め
て
い
く
と

し
て
い
る
。

次
回
は
七
日
午
後
零
時
十

五
分
か
ら
、

「植
物
園
の
苔

観
察
―
し
ゃ
が
ん
で
こ
そ
見

え
る
世
界
も
あ
る
」
と
題
し

て
開
催
す
る
。
農
学
部
正
門

北
の
植
物
園
前
で
当
日
受
け

付
け
る
。
無
料
。
問
い
合
わ

せ
は
電
子
メ
ー
ル
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）
で
。


